
令和６年度 経済経営学類専門演習募集内容 
 

【担当教員名】 
吉 田  樹 
（交通や観光を専門に，これからの都市や地域のあり方を実践的に学ぶゼミです） 

【ゼミ募集人数】 ８ 名 

【応募者が募集人数以内の

時・超えた時の対応】 

 
(１) 応募者が８名以内のとき 

ア すべて加入を認める。 

イ 選考を行う。 
 
(２) 応募者が８名を超えたとき 

ア ２名まで加入を認める。（上限１０名） 

イ 選考を行い、８～１０名までとする。 

 

選考方法 ＊(１)(２)いずれも選考を行います。 

１. 教務課が設定したGoogleフォームで専門演習の希望を登録してください（「エン

トリーシート」の提出のみでは、正式な受付になりません。ご注意ください）。 

２. 選考は、提出された「エントリーシート」と「面接」により行います。 

３. エントリーシートは、ＰＤＦファイルで提供します。研究室ホームページから

ダウンロードしてください。４月２６日（金）までに掲載の予定です。 

【研究室ホームページＵＲＬ】https://chimobi-lab.site 

４. エントリーシートは、自筆で記入し、ＰＤＦもしくは画像ファイルに変換した

うえで、以下の日時までに「提出フォーム」へアップロードしてください。「提

出フォーム」のアクセスは、大学のメールアドレスによる Google アカウントへ

のログインが必要です。提出が難しい事情がある場合は、事前に吉田までメー

ル（e127@ipc.fukushima-u.ac.jp）でご相談ください。 

【提出フォームＵＲＬ】https://forms.gle/bBScqe3GSV5ZzNaJ8 

（注）教務課が設定した Google フォームとは別のものです 

（一次募集） ５月２１日（火）午後５時 締切 

（二次募集） ６月 ４日（火）午後５時 締切 

５. 面接は、担当教員との対面による個別面談で、以下の日時に行います（一人あ

たり１５～２０分程度）。エントリーシートの「提出フォーム」に希望時間帯を

回答する欄があります。以下の日時でどうしても都合のつかない場合は、所定

欄にその旨を記してください。 

（一次募集） ５月２４日（金）午前１０時３０分～午後９時（最大） 

（二次募集） ６月 ７日（金）午前１０時３０分～午後４時（最大） 

※ 面接の会場や開始時刻は、一次募集、二次募集とも前日の正午までにメー

ルで配信します。不着の場合は、個別に確認してください。 

※ 対面の個別面談が困難な事情が生じた場合、オンライン会議ツール「Ｚｏ

ｏｍ」を用いた形態に変更することがあります。 
 
６. エントリーシートと面接は同じ比重で評価し、演習所属の可否を決定します。 

【ゼミ説明会の有無】 

実施形態 

①ゼミに関する情報はオンライン等で行う（資料の提示、YouTube、等の活用） 

②対面によるゼミ説明会のみを行う 

③ゼミに関する情報はオンライン等で行い（資料の提示、YouTube、等の活用）、対

面によるゼミ説明会も行う 

※ 対面によるゼミ説明会（金ゼミ）は、５月１０日に実施します 



令和６年度 経済経営学類専門演習募集内容 

【学生への情報提供の方

法】 

今年度（令和６年度）は、下記の方法で情報を提供します。 

１. 対面でのゼミ説明会を行います。日時や実施方法は、教務課（学類教務委員

会）から別途連絡があります。 

２. 研究室ホームページに、ゼミの活動内容を紹介する動画（YouTube）のリンクを

掲載します。令和６年度版は、５月２日（火）を目途に順次公開します。研究

室ホームページとは別に、吉田ゼミのホームページやＳＮＳもあります。併せ

てご覧ください。個別相談も歓迎します。吉田までメールでご連絡ください。 

【研究室ホームページＵＲＬ】https://chimobi-lab.site 

【ＵＲＬ・連絡先】 

担当教員メールアドレス  e127@ipc.fukushima-u.ac.jp 

吉田ゼミＨＰ       https://yoshidas-active.amebaownd.com/ 

※ 吉田ゼミの Twitter、Facebook、インスタグラムもあります。 

吉田 樹 Facebook     https://www.facebook.com/itsukkey 

【備考】 

 本演習は、地域実践特修プログラム科目です。４年生１１人（男子４人、女子７

人）、３年生１１人（男子４人、女子７人）が所属し、皆さんが１２期生です。

同期はもとより，卒業生も含めた「繋がり」が深いゼミです。 

 本演習は、フィールドにおける学びを重視します。そのため、交通費等の負担が

生じる場合もありますが、過度な負担にならないよう配慮します。 

 これまでの活動例：会津若松市のバス企画乗車券『おちょこパス』（ＪＲ東日本

グループ「びゅうトラベルサービス」のオプショナルツアー）の開発、タクシー

による飲食料デリバリー『届け！おみせごはんプロジェクト』などがあります。

こうした取り組みは学外でも高く評価され、土木学会・土木計画学研究委員会が

主催する「第１１回公共政策デザインコンペ」で「北村記念賞」を受賞したほ

か、平成３０年度と令和３年度は、福島民報社主催の「ふくしま産業賞」の学生

奨励賞を受賞しました。また、全国旅行業協会主催の「学生がつくる福島県の着

地型旅行プランコンテスト」の受賞６チーム中４チームが吉田ゼミ生でした。 

◆ 今年度（令和６年度）は、いわき市（小名浜地区、常磐地区）で現地調査を行

い、地域住民の方々との意見交換を通して、生活と観光の双方に応える移動手段

を考える取り組みに参画します。また、会津若松市のＭａａＳ（マース＝「安心し

ておでかけできる」モビリティサービス（移動手段）のしくみ）構築に向けて取り組ま

れる「どこでもバス」利用促進策の立案と実践にも携わります。このほか、仙台

市のまちづくり団体と連携して、企業送迎バスを活用した荒井地区の移動環境向

上に資する社会実験プロジェクトや、山形県南陽市沖郷地区の定額タクシー『お

きタク』の持続性を高める方策の検討など、先輩ゼミ生が積み重ねてくれた取り

組みにも引き続き関わります。フィールド調査にかかる交通費は原則として負担

ゼロ。宿泊費等の支援も用意しますので、旅行好きの方にもオススメです。その

代わり、充実した提案が求められますが、ゼミの提案が実際の施策に取り入れら

れます。一緒に頑張りましょう。 

◆ 上記の理由から、夏休み期間中に複数回の現地調査（いわき・会津若松各１泊２

日程度）を行う予定です。６月下旬からゼミに参加していただく予定であるこ

とに留意してください。（受け入れ地域の事情で、時期や実施形態の変更もあり

ます） 
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当該専門演習の（コンピテンシー）教育目標は以下のとおり 

 
本専門演習では、以下に示す 5つのコンピテンシーを育てます。第 6セメスター終了時で Step 2 の水準、卒業時には

Step 3 の水準をそれぞれ目指します。 

コンピテンシー Step 4 Step 3 Step 2 Step 1 

専門基礎知識の獲得と活

用 

本演習に関わる一つ

以上の専門分野（交

通、観光、まちづく

り、地域経済）の研究

動向や国内外の事例

を理解している。 

本演習に関わる一つ

以上の専門分野（交

通、観光、まちづく

り、地域経済）の基本

的な文献の内容を理

解し、活用できる。 

本学の「地域と経

済」「地域経済論」お

よび「交通政策論」

の講義内容を理解

し、活用できる。 

本学の「地域と経

済」「地域経済論」お

よび「交通政策論」

の講義内容をある程

度理解している。 

社会調査法の理解と活用 調査企画を立案した

うえで、適切な手法

で量的・質的データ

を獲得し、統計解

析・空間解析手法を

用いて自ら分析する

ことができる。 

適切な手法で量的・

質的データを獲得

し、統計解析もしく

は空間解析手法を用

いて自ら分析するこ

とができる。 

適切な手法で量的・

質的データを獲得

し、そのデータに基

づき図表やグラフを

適切に作成すること

ができる。 

量的・質的データに

基づき、図表・グラ

フを適切に作成する

ことができる。 

地域課題を読み解き、解

決策を提案する力 

地域課題の発生構造

をもとに、複数の解

決方策を設定し、代

替案評価を行うこと

ができる。 

地域課題の発生構造

をもとに、その解決

方策を提案すること

ができる。 

地域課題を発見し、

その発生構造を示す

ことができる。 

地域課題を発見し、

その内容を整理する

ことができる。 

自らの考えを伝える力 全国的な学会等で報

告し、自らの考えを

適切に伝えることが

できる。 

学外の関係者に対し

て、自らの考えを適

切に伝えることがで

きる。 

学内の報告会で発表

し、自らの考えを適

切に伝えることがで

きる。 

ゼミ内で発言し、自

らの考えを適切に伝

えることができる。 

提案を実現する力 学内外の人的ネット

ワークを自ら構築

し、自身やチームの

提案実現に向けたロ

ードマップの作成と

ともに、提案自体の

ブラッシュアップを

することができる。 

学外の関係者に対し

て自身やチームの提

案を行い、実現に向

けたロードマップの

作成とともに、提案

自体のブラッシュア

ップをすることがで

きる。 

指導教員を介して、

学外の関係者に対

し、自身やチームの

提案を行い、実現に

向けたブラッシュア

ップをすることがで

きる。 

学内やゼミ内におい

て自身やチームの提

案を行い、次回の発

表時までに検討すべ

き内容を適切に挙げ

ることができる。 
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